
 

 

 

 

 

 

コロナ禍となり、全校、保護者総出での活動はなかな

か難しい状況の日々が続いています。そのような中、愛

育会の皆さんの発案により、「メモリアルアート ～希

望の花を咲かせよう～」の取組が行われました。通常の

親子ふれあい活動や教養講座の代わりとして、冬休みに

親子で描いた花のミニ色紙がたくさん教室に集まりま

した。切り絵あり、ちぎり絵あり、水彩、クレヨン等々、

技法にも画材にもこだわった色とりどりの作品に担任

も子供たちも感心しきりでした。 

１月21日（金）には、学級委員、教養委員の方を中心にパネルへの貼付け作業を行いまし

た。それぞれの作品の色合いを見て配置を決め、貼り付ける作業は手間がかかるものの、温

かい絵柄と鮮やかな色彩に自然とにこやかな笑顔となり、各クラス気持ちよく作業を進める

ことができました。出来上がったパネルは体育館に向かう廊下の壁面に並べて掲示してあり

ます。来校された際には是非ご覧ください。 

コロナ禍で暗いニュースが多い中、親子の温かな心と心のつながりの証として素晴らしい

記念作品となりました。末永く掲示して行きたいと思います。保護者の皆様ご協力いただき

ありがとうございました。 

 

アクションプランの取組 
今年度本校のアクションプランは、「心の健康」「学力向上」「体力向上」に分かれ、それぞれ次

のような事に取り組んできました。 

心の健康 

「ありがとう」の気持ちを伝えたい相手に「ありがとうカード」を

渡す取組をしました。各階に設置された「ありがとうの木」には、も

らった「ありがとうカード」が花のように貼られ、やさしい気持ちで

いっぱいになりました。取組を通して、全校の87.5％の子供が温かな

つながりを実感することができました。 

学力向上 

定期的に「家庭学習強化週間」を設け、見通しをもち、進んで家庭

学習に取り組むことができるように働きかけてきました。今年度は特

に、できるだけ多くの子供が学年ごとに決まっている学習の目標時間を達成することを目指し、

働きかけを強化しました。各学年の目標時間を達成する子供は、全校で83.8％でした。まだ、目

標時間をなかなか達成できていない子供もいるようですが、５月に比べるとどの学年も達成する

子供が増えてきました。 

体力向上 

コロナ禍の中でも、運動習慣をしっかり確立できるように、１分間縄跳びを奨励してきました。

記録の変化が分かる縄跳びカードを作成して継続的に記録を取り、クラスの平均回数を掲示する

ことで、個人やクラスの前跳びの回数の伸びが捉えやすくなるようにしました。学年の目標回数

を超えた子供は、全校で７１％とやや低かったのですが、低・中学年は、休み時間にも積極的に

縄跳びに取り組む子供が増え、学年が設定した目標回数を超える子供がたくさんいました。 

以上、今年度見えてきた成果と課題を踏まえ、来年度子供たちがさらに心身共に成長していく

ことができるよう、取り組んでいきたいと思います。 
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